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●�

は
じ
め
に

　

社
会
運
動
の
動
向
は
、
時
に
国
家
の

命
運
を
左
右
す
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇

一
六
年
九
月
二
〇
日
に
実
施
さ
れ
た
ヨ

ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ミ
テ
王
国
の
総
選
挙
の

結
果
を
振
り
返
り
つ
つ
、
ハ
ー
シ
ム
家

国
王
を
権
力
の
頂
点
と
す
る
政
府
、
そ

れ
に
対
す
る
社
会
運
動
の
双
方
が
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
国
家
と
社
会
を
志

向
し
、
ま
た
今
後
、
両
者
の
関
係
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
の
か
簡

潔
に
論
じ
て
み
た
い
。

●�

二
〇
一
六
年
総
選
挙

　

二
〇
一
六
年
総
選
挙
で
は
、
全
一
三

〇
議
席
を
一
二
五
二
人
の
候
補
が
争
っ

た
⑴
。
こ
の
選
挙
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、

一
九
九
三
年
総
選
挙
以
降
導
入
さ
れ
て

い
た
「
一
人
一
票
制
度
」（
単
記
制
中

選
挙
区
制
）
の
廃
止
に
伴
う
比
例
代
表

制
の
導
入
で
あ
る
。
旧
制
度
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
帰
属
意
識
が
多
様
な
ヨ
ル

ダ
ン
社
会
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
声
が

強
く
、
野
党
の
標
的
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
先
の
二
〇
一
三
年
総
選
挙
で

は
部
分
的
な
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ

（
当
時
の
全
一
五
〇
議
席
の
う
ち
二
七

議
席
）、
今
回
か
ら
全
議
席
に
導
入
さ

れ
た
。
ま
た
、
投
票
の
事
前
登
録
制
度

も
廃
止
さ
れ
た
。
結
果
、
有
権
者
数
は

前
回
総
選
挙
の
約
二
二
八
万
人
か
ら
四

一
三
万
人
に
跳
ね
上
が
っ
た
⑵
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
た
の
は
、
国

内
最
大
の
社
会
運
動
組
織
で
あ
る
ム
ス

リ
ム
同
胞
団
の
選
挙
回
帰
で
あ
る
。
同

胞
団
は
二
〇
一
〇
年
・
二
〇
一
三
年
の

総
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
お
り
、
最

近
は
同
胞
団
の
政
治
団
体
認
証
が
取
り

消
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
と
の
関
係
が
険

悪
化
し
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
一
六
年

総
選
挙
で
は
、
同
胞
団
の
有
志
で
結
成

し
た
「
改
革
の
た
め
の
国
民
同
盟
」（
以

下
、「
改
革
」
と
略
記
）
が
選
挙
戦
に

臨
ん
だ
。
投
開
票
の
結
果
、「
改
革
」

は
一
五
議
席
を
獲
得
し
た
。

●�

ヨ
ル
ダ
ン
政
治
の
展
望

　

ヨ
ル
ダ
ン
は
「
ハ
ー
シ
ム
家
の
ヨ
ル

ダ
ン
王
国
」
で
あ
り
、
国
家
の
存
立
理

吉
川 

卓
郎

ヨ
ル
ダ
ン

―
政
治
と
社
会
運
動
の
ゆ
く
え
―

由
な
ら
び
に
目
的
は
、
ハ
ー
シ
ム
家
世

襲
君
主
の
存
在
と
そ
れ
を
支
え
る
保
守

的
な
社
会
の
維
持
・
継
続
で
あ
る
。
ヨ

ル
ダ
ン
は
短
い
歴
史
の
中
に
も
英
国
の

パ
レ
ス
チ
ナ
委
任
統
治
、パ
レ
ス
チ
ナ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義

と
の
確
執
と
い
っ
た
大
き
な
地
域
変
動

を
経
験
し
て
お
り
、
ま
た
部
族
主
体
の

社
会
で
あ
り
な
が
ら
多
数
の
パ
レ
ス
チ

ナ
難
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

多
元
的
な
社
会
亀
裂
を
抱
え
て
き
た
。

歴
代
ヨ
ル
ダ
ン
国
王
は
、
内
外
の
諸
勢

力
と
の
権
力
闘
争
に
明
け
暮
れ
る
過
程

で
、
自
ら
に
有
利
な
政
治
体
制
を
構
築

し
な
が
ら
も
、
調
停
者
と
し
て
社
会
亀

裂
の
回
避
に
努
め
て
き
た
。「
ア
ラ
ブ

の
春
」
以
降
も
、
国
王
と
政
府
は
段
階

的
な
民
主
化
措
置
と
治
安
対
策
強
化
の

双
方
を
進
め
る
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
は

情
勢
流
動
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

●�

ヨ
ル
ダ
ン
社
会
運
動
の
展
望

　

多
元
的
な
ヨ
ル
ダ
ン
社
会
で
、
社
会

運
動
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
図

１
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
社
会
運
動
の
方
向

性
を
簡
潔
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

図
の
中
心
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
内
限
定

で
、
短
期
・
中
期
的
な
利
益
や
目
的
に

基
づ
い
た
運
動
、
す
な
わ
ち
国
家
の
枠

内
で
完
結
す
る
運
動
で
あ
る
。
こ
こ
に

図１　ヨルダンの社会運動のイメージ

（出所）筆者作成。

国内限定の社会運動
地域・部族単位の請願運動
労働者ストライキ・
ボイコット
農民運動

B　分離独立：
パレスチナ運動

D　国際的テロ
組織：

「イスラーム国」

A　超国家的連
帯：

アラブ民族主義
共産主義

C　大衆的イス
ラーム主義運動：
ムスリム同胞団
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は
、
地
方
都
市
に
お
け
る
請
願
・
抗
議

運
動
、
公
務
員
・
政
府
系
企
業
の
労
働

者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
や
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

農
民
に
よ
る
請
願
等
が
入
る
。

　

図
の
外
側
に
あ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
、
既

存
の
国
家
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
言

い
換
え
れ
ば
王
国
の
脅
威
と
な
り
得
る

勢
力
で
あ
る
。
Ａ
は
、
世
俗
主
義
的
な

超
国
家
主
義
的
運
動
で
あ
る
ア
ラ
ブ
民

族
主
義
と
共
産
主
義
勢
力
を
指
す
。
特

に
前
者
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七

〇
年
代
に
か
け
て
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
を
国

内
外
か
ら
脅
か
し
た
が
、
今
日
の
ヨ
ル

ダ
ン
社
会
に
お
け
る
影
響
力
は
小
さ
い
。

Ｂ
は
、
か
つ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
を
支

持
基
盤
と
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
領
内
で
の
パ

レ
ス
チ
ナ
臨
時
政
府
樹
立
を
試
み
た
勢

力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
一

九
七
〇
年
の
ヨ
ル
ダ
ン
内
戦
で
の
敗
北
、

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
の
中
東
和
平
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
の
存
在

感
は
低
下
し
た
。
Ｃ
は
、
大
衆
運
動
を

基
盤
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
で
、

ム
ス
リ
ム
同
胞
団
が
該
当
す
る
。「
イ

ス
ラ
ー
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
に
代
表
さ
れ

る
Ｄ
は
大
衆
運
動
を
基
盤
と
し
て
い
な

い
う
え
、
テ
ロ
組
織
と
し
て
取
り
締
ま

り
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
拡
大

の
可
能
性
は
低
い
。

●�

多
数
派
の
い
な
い
社
会
？

　

以
上
の
分
析
に
基
づ
く
な
ら
、
今
日
、

Ｃ
の
同
胞
団
が
唯
一
ハ
ー
シ
ム
王
国
に

挑
戦
し
う
る
勢
力
と
な
る
。
で
は
、
ヨ

ル
ダ
ン
に
お
け
る
同
胞
団
運
動
の
「
帰

結
」
は
何
か
。
原
則
論
か
ら
い
え
ば
、

ヨ
ル
ダ
ン
の
同
胞
団
は
、
エ
ジ
プ
ト
の

ム
ス
リ
ム
同
胞
団
国
際
運
動
の
支
部
で

あ
る
。
同
胞
団
運
動
の
究
極
的
な
目
標

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
復
興
と

イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
建
設
で
あ
り
、
創

設
者
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
の
国
家
観
で

も
権
威
主
義
体
制
と
の
共
存
は
想
定
さ

れ
て
い
な
い
⑶
。
エ
ジ
プ
ト
や
サ
ウ
デ

ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
府
が
、
同
胞
団
を
警

戒
し
続
け
て
き
た
所
以
で
あ
る
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
の
同
胞
団
は
一
九
四
六
年

に
国
家
の
公
認
を
受
け
て
以
来
、王
室
・

政
府
と
概
ね
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き

た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
同

胞
団
は
、
内
政
・
外
交
の
両
面
で
政
府

と
対
立
を
重
ね
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以

降
は
デ
モ
を
繰
り
返
し
、
一
時
は
国
王

の
権
力
縮
小
を
訴
え
た
。
こ
う
し
た
経

緯
か
ら
、
直
近
の
政
府
に
よ
る
同
胞
団

政
策
に
つ
い
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
サ
ウ

デ
ィ
へ
の
同
調
、
行
き
過
ぎ
た
同
胞
団

運
動
へ
の
制
裁
な
ど
様
々
な
憶
測
が
飛

び
交
っ
て
い
る
⑷
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

要
因
を
差
し
引
い
て
も
、
全
国
的
な
同

胞
団
運
動
の
見
通
し
は
明
る
く
な
い
。

二
〇
一
六
年
総
選
挙
に
お
い
て
同
胞
団

は
地
方
で
苦
戦
し
、
票
田
で
あ
る
首
都

圏
で
も
伸
び
悩
ん
だ
。
比
例
代
表
制
導

入
で
躍
進
し
た
の
は
、
全
国
的
な
運
動

で
は
な
く
、
各
地
方
の
利
益
を
代
表
す

る
リ
ス
ト
（
カ
ー
イ
マ
）
で
あ
っ
た
。

●�

お
わ
り
に

　

本
稿
の
議
論
に
も
と
づ
け
ば
、
二
〇

一
六
年
総
選
挙
に
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」

の
初
期
段
階
を
乗
り
切
っ
た
政
府
の
自

信
（
社
会
運
動
の
包
摂
ま
た
は
排
除
）

と
不
安
（
民
主
化
へ
の
圧
力
）
の
両
方

が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
比
例

代
表
制
導
入
に
と
も
な
い
出
現
し
た

様
々
な
リ
ス
ト
は
、「
改
革
」
を
除
け

ば
殆
ど
が
横
の
つ
な
が
り
を
欠
く
地
域

集
団
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
ど
れ
と
も
親
和
性
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な「
多
数
派
の
い
な
い
社
会
」

の
潮
流
は
政
府
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も

の
と
い
え
る
が
、
一
方
で
国
外
は
混
乱

の
最
中
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ヨ
ル
ダ
ン

が
受
け
入
れ
た
シ
リ
ア
難
民
の
数
は
か

つ
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
を
凌
駕
し
て

お
り
、
ま
た
ヨ
ル
ダ
ン
が
対
Ｉ
Ｓ
空
爆

に
参
加
し
た
二
〇
一
四
年
秋
以
降
、
国

内
で
は
厳
戒
態
勢
が
続
い
て
い
る
。
か

つ
て
の
よ
う
に
国
内
社
会
運
動
の
多
く

が
ア
ラ
ブ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
と
強
く
連
帯

し
て
い
た
時
代
で
は
な
い
と
は
い
え
、

地
域
の
不
安
定
化
が
も
た
ら
す
新
た
な

「
何
か
」
に
備
え
ざ
る
を
得
な
い
と
こ

ろ
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
変
わ
ら
ぬ
ジ
レ
ン

マ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
き
っ
か
わ　

た
く
ろ
う
／
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
部

准
教
授
）

《
注
》

⑴ 

ヨ
ル
ダ
ン
独
立
選
挙
委
員
会
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
。( http://iec.jo/ar

二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
閲
覧
）。

⑵ Jordan Tim
es, Septem

ber 20, 
2016 (http://w

w
w

.jordantim
es.

com
/new

s/local/around-15-
m

illio
n
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a

llo
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六
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九
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一
日
閲
覧
）。

⑶ 

北
澤
義
之
・
髙
岡
豊
・
横
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貴
之
編

訳
『
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
思
想　

ハ

サ
ン
・
バ
ン
ナ
ー
論
考
集
（
上
）』

岩
波
書
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二
〇
一
五
年
。
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w
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m
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